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研究成果の概要（和文）：学習における仮想的対話の実態の見える化を目的とした。大きく2点の研究を行っ
た。第一に、勉強中に「仮想的な対話」を行う経験がある参加者を募り、インタビュー調査を行い、仮想的な子
どもやアナウンサーに対する聴衆などを想定した仮想的な他者を利用した学習が少なくとも事例としてあること
等を明らかにした。第二に、10項目からなる「架空の対話による学習傾向尺度」を作成した。因子分析により因
子構造を同定した。また、対話型学習の好みとの関連等と比較して基準関連妥当性を確認した。その他、関連研
究を挑戦的に行い、一定の成果を得た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study was to visualize the reality of virtual dialogue in
 learning. Two significant points were studied. First, an interview survey was conducted with 
participants who had experienced "virtual dialogue" during their studies. It was clarified that 
there were at least some cases of learning using virtual others, such as virtual children or an 
audience for an announcer. Second, a 10-item "Learning Tendency Scale for Fictitious Dialogue" was 
developed. Factor analysis was used to identify the factor structure. Criterion-related validity was
 confirmed by comparing the results with those of interactive learning preferences and other 
factors. Other related studies were conducted challengingly, and specific results were obtained.

研究分野：認知心理学、教育心理学、教育工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現行学習指導要領において「主体的、対話的で深い学び」が示されているが、中でも「対話的学び」は重要な学
習方法であるが、形式的に2名以上の対話があればよいのかといった疑問が生じていた。本研究により、対話的
学びは形式というよりも、個人の中で実現できる可能性を示すことができた。一方でその傾向に個人差があるこ
とも、インタビュー調査や質問紙調査の結果から明らかになった。このことは、誰でも個人内の対話ができると
は限らず、学習方法を個別に適用する必要性が示された。これらの成果は、「主体的、対話的で深い学び」の理
解を深めることとなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

現行学習指導要領（研究開始時には次期学習指導要領）において求められる「深い学び」はど
のように実現されるのか。本研究は、現実の説明文に「人の存在を感じさせる表現」が多用され
ていることに着目し、学びの理論に「人間の深い学びは、現実の対話がなくても、個人内の仮想
的な対話により実現できる」という前提を持ち込み、心理実験的に検証し、今後の研究を引き出
す実証研究パラダイムを提供する。たとえば、読書のように個人で学ぶ状況でも、人の存在を感
じさせる表現を手がかりに、個人内の仮想的な対話を実現し、深い学びを実現できると考える。
このアイデアは一見複雑であるが、近年の認知科学およびその周辺領域（発達科学、進化心理学
等）により支持される。 

 

２．研究の目的 

当初計画では、個人で対話的に学ぶ「仮想的対話学習モデル」のフレームワークを文献調査か
ら導出し、共感、ワーキングメモリの観点から心理実験的に検証する予定であった。しかし、想
像上の友だち、統合失調症等の関連研究を調べる中で、学習における仮想的対話の実態の見える
化を当面の目的とすることが妥当であると判断した。そこで、(1)インタビューによる仮想的対
話の実態把握、(2)(3)架空の対話による学習傾向尺度の開発をメインテーマに定めた。また、そ
の他関連研究を挑戦的に行っていくこととした。 

 

３．研究の方法 

(1)勉強中に「仮想的な対話」を行う経験がある参加者を募る資料を作成し、大学の授業前の時
間に配布し、掲示板に掲示した。資料には「本の著者や登場人物に話しかけることがある」「誰
かに説明している場面を思い浮かべる」「教科書やパソコンに擬人化して声をかける」等の例を
含めた。応募者の中から、大学生・大学院生 14 名（年齢 20-25 歳、男性 4 名、女性 10 名）に対
してインタビュー調査を行った。実験内容の説明と録音の同意を得た後、録音しながらインタビ
ューを行った。原則として参加者に自由に語ってもらうことを重視して、主に読書をしていると
き、勉強をしているときに２点について、具体的なケースを語ってもらった。インタビューの終
了後、年齢・性別等のアンケートの記入を求め、図書カード 500 円分を謝礼として渡した。実験
時間はおよそ 15-30 分程度であった。（島田(2019)より転載） 
 
(2)10 項目からなる「架空の対話による学習傾向尺度」を作成した。概念として「1 人で勉強し
ている事態を想定し、仮想的な他者を想像・空想して、対話的に学ぶ傾向の個人差を指す。他者
は実在する者でも実在しない架空の者（モノ）でもよい。」を設定した。項目は以下の通りであ
る。「全くない、ほとんどない、たまにある、よくある」の 4 段階で回答することとした。 

⚫ 勉強したことを自分が理解しているかどうか確認するため、そのときにいない友だちや先
生などの人を想像し、その人に説明してみる。 

⚫ 勉強をしながら、勉強内容について自分が誰かと討論している場面を空想する。 

⚫ 問題を、問題文と対話する気分で解く。 

⚫ 勉強のときに、自分自身の中にいる仮想の誰かと対話する。 

⚫ 勉強したことを、ぬいぐるみやポスターなどのモノを相手に説明する。 

⚫ テスト問題の予想をしながら勉強するとき、出題者が話しているように感じる。 

⚫ 教科書や問題集が、人のように言葉を発していると感じる。 

⚫ 勉強をしているとき、教科書や問題集に話しかける。 

⚫ 勉強中に、教材から誰かの解説の声が聞こえる。 

⚫ 勉強をしているとき、教材やノートと会話をする。 

その他、基準関連妥当性の検討のために、授業等の学習の場において、対話型学習（グループ学
習等）を好む傾向を指す「対話型学習の好み」10 項目を新規に設定した。加えて、「空想傾向尺
度」日本語版（Japanese Version of Creative Experience Questionnaire; CEQ-J）（岡田・松岡・
轟, 2004, 人間科学研究, 26, 153-161）を使用した。また、社会的学習の方略に関係する指標と
して、説明文・論説文を読むときに著者との対話を行う傾向の個人差あるいは著者の内面を推測
する傾向の個人差を指す「説明文の自己内対話尺度」20 項目を新規に設定した。インターネッ
トで 667 名の大学生を対象に、上記の質問紙に回答を求める調査を行った。 

 
(3)「架空の対話による学習傾向尺度」の再検査信頼性を検討した。大学生を対象に参加を募り、
45 名分のデータを分析対象とした。 
 
(4)その他関連研究を挑戦的に行った。 
 
４．研究成果 
(1)録音をもとに、独り言や対話対象等の言及があったエピソードを参加者ごとに取り出した



（例：レポート課題作成中、文章を書くときに独り言を言う）。エピソード合計 117、平均 8.4
（範囲 5-14)であった。以下、これらのエピソードを分析対象とした。エピソードの中で、「独
り言を言う」「言葉に出す」といった発話が随伴していたもの、「頭の中で唱える」「内言」とい
った発話が随伴していないもの、および不明なものに分けた。その結果、発話が随伴していたエ
ピソードは 95（平均 6.8、範囲 0-10）であり、不明を除く割合は 93%（平均 86%）であった。エ
ピソードの中で、「独り言の対象は小説の作者ではなく登場人物」といったように、対象が明確
なものとそうではないものに分けた。その結果、対象が明確なエピソードは 24（平均 1.7、範囲
0-5）であり、割合は 21%（平均 24%）であった。また、対象としては、著者、登場人物、仮想の
子ども、自分といった人間が多かったが、テレビ、数学の問題といった人間以外のものもみられ
た。上記の発声の随伴と対象の有無の関係を検討したところ、14名の相関係数は r=-.62であり、
発声が随伴するエピソードが少ないほど対象があるエピソードが多かった。「英単語を覚えると
きに」といった、記憶方略として発声を使用する例が数多く見られたため集計したところ 27（平
均 1.9、範囲 0-6）あり、23%（平均 24%）であった。 

仮想的対話を行っていると考えられるエピソードを２点抽出した。第一に、仮想的な子どもと
対話をしている例である。参加者「・・・友達というよりは、子どもが、”先生、わからない”
と言ってきたと思って、内容が高度だとしても、自分の中にいるのは子どもかもしれない。子ど
もっぽい言葉で教えることになるから、それが、内容が難しい内容だとしても、難しくないと自
分に思い込ませるために、子どもを対象にしているかも」第二に、アナウンサーの立場で英語の
学習をする例である。参加者「英単語よりは文。文をそのまま読むのではなく、”これはこうな
んですよ”みたいな。本当にアナウンサーみたいな感じで・・・中略・・・アナウンサーでやっ
てるから説明したくなる」 

事例の抽出から、仮想的な子どもやアナウンサーに対する聴衆などを想定して、仮想的な他者
を利用した学習が、少なくとも事例としてあることが明らかになった。一方、参加者のリクルー
トの段階で、学習中の仮想的な対話の経験があることを条件としたが、インタビューの結果、必
ずしも他者を想定した対話ではなく、独り言が多くを占めていた。ここから、明確な他者の想定
を意識することは少ないと考えられる。しかし、調査のしかたを変えれば、仮想的な他者との対
話が抽出される可能性があり、今後の課題となる。最後に、仮想的な他者を想定する場合は、発
話が随伴することが少なかった。サンプルサイズが小さいため今後の検討が必要であるが、仮想
的な他者との対話は内的に行われる傾向が示された。（島田(2019)より転載） 
 
(2)因子分析により「架空の対話による学習傾向尺度」10 項目を同定した。内的一貫性は十分で
あった（α=.88）。基準関連妥当性に関連し、対話型学習の好みとの相関係数は r=.47 であった。
また、「空想傾向尺度」との相関は r=.57 であり、一定の基準関連妥当性が確認できた。説明文
の自己内対話尺度は 3 因子構造であり、著者との対話意図因子、著者共感因子、著者想像因子に
分けられ、架空の対話による学習傾向尺度との相関はそれぞれ r=.50, .39, .57 であり、社会的
学習の方略との関連がみられた。「架空の対話による学習傾向尺度」の分布を検討すると、上位
5%は 4 点満点で 3.5 点以上であり、それらの人々が架空の対話による学習を行っていると想定
することが妥当であると考えられる。 
 
(3)2 回の相関係数は r=.68 であった。やや低いが、一定の再検査信頼性が確認できた。ただし、
サンプリングの都合でサンプルサイズが小さいので、今後の継続的検討が必要である。なお、本
来はサンプルサイズの確定後に分析するべきであるが、参加者募集の都合上この段階で分析を
行わなければならないため、分析を行った。 
 
(4)①作文中において読み手を意識することの効果に関する実験研究については、大学生のゼミ
紹介を題材とした実験を実施したが、読み手の意識の効果はみられないことが明らかになった。
②テキスト読解時における登場人物の役割についての実験研究については、物語の登場人物の
異同がその後の展開の予測に及ぼす影響を検討したが、複数の人物が入れ替わり現れるだけで
は予測までできるとは限らないことが明らかになった。③テキストを対話型にすることで通常
の文章と同等の理解成績となり、主観的にも評価の高いものとなることを示した。④黙読時に心
の声が聞こえる者は約 7 割で声の聞こえる頻度が高いほど鮮明度も高いこと、心の声が聞こえ
るかどうかと読解スピードにはそれほど関係がないことを示した。⑤ハンガリーとラテンアメ
リカの民話集を対象にエピソードの繰り返しを分析し、3 回のくり返しで人物が同じであるか、
結果が同じであるかを判定し集計したところ、人物と結果の関連はみられないことを明らかに
した。⑥自閉症スペクトラム症の特性と対話型テキストの読解成績との関係について検討した
結果、細かなことへのこだわりが強いという特性を持つ場合、むしろ対話型テキストの読解成績
に優れることが示された。 
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